
愛媛県における再犯防止の取組と
今後の課題について

主な取組経緯
H30年
６月

庁内調査開始 国の重点課題に対応した庁内関連事業の確認等

７月 庁内研修会 国機関を講師に迎えた研修会の実施
（国9名、県17名）

９月 施設見学 松山刑務所受刑者対象就職説明会に参加
10月 更生保護団体と

の意見交換
保護司会、更生保護女性連盟、更生保護法人等
を訪問し、活動内容などを理解

10月 意見交換会 刑事司法関係機関と庁内関係課との意見交換会
の実施

11月 職業訓練見学等 松山刑務所職業訓練見学会、西条支所合同就職
説明会に参加
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R元年
６月

県再犯防止推
進会議設置

会議開催（R元：7月、12月、2月の３回）
※毎年度開催（計画の進捗状況報告等）

９月 市町職員研修
会

国機関を講師に迎えた研修会
（県内15市町が参加）

10月 法務省モデル
事業開始
（～R2）

①就労支援事業
②地域ネットワーク構築事業
（地域別再犯防止推進会議）

※①②とも県単独事業として継続（R3～）

R２年
２月

県再犯防止推
進計画策定

計画期間（R２年度～５年度）

２月 県・市町連携
プラン作成

市町との連携施策として「地域再犯防止推進にお
ける立ち直り支援の連携」を位置付ける
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【国、地方公共団体（県・市町）
民間団体、有識者】

〔事務局：愛媛県〕

【庁内】
① ②

③
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市町向け
研修会
（R元年度）

刑事司法関係
機関から取組
等の説明

参加者47名
松山学園からの説明の様子
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地域別再犯防止推進会議（出張会議）R元年度～継続中

（講演風景） （グループワーク）

県の各出先機関単位で実施（延べ参加者数：約６００名）

松山刑務所からの説明の様子
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R3 参加者アンケート（抜粋）
◆基調講演 

「福祉と司法等との連携における高齢・障害被疑者等支援（入口支援）」 

１ 感想 

項目 人数（人） 割合（％） 

よく理解できた 59 49.2 

理解できた 55 45.8 

あまり理解できなかった 3 2.5 

全く理解できなかった 0 0.0 

（無記入） 3 2.5 

 

２ 良かった点（主なもの） 

・出口支援のみでなく入口支援へ目を向けて力を注ぎ始めている点。早期に何らかの介入

をすることで障害者や高齢者の生きにくさを解消すること。 

・刑事手続きの流れが分かりやすく勉強になりました。 

・初めて聞くことも多かったため、今後業務に活かせると思った。 

・資料に詳しく説明されていたので、話に集中できた。メモをする必要が無かった。 

・分かりやすく、理解しやすいご説明をいただきました。早い対応が必要であることを改めて

感じました。 7



今後の課題と考えること

１ 安定した財源の確保（国の財政支援）

２ 就労支援体制の強化
（更生保護就労支援事業の実施地域拡大）

３ 出所者等に関する情報の扱い

４ 出所者等自身が自分のことを理解する
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